
第
七
繰

入

籾





一
か
ら
一
四
ま
で
増
補
改
訂
版
参
照

一
五

河

修

野

昭
和
三
四
年
五
月
、
久
万
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
町
議
三
期
十
二
年
、
う
ち

議
長
五
年
、
助
役
一
期
四
年
、
町
長
六
期
二
四
年
、
ま
た
、
初
代
久
万
広
域
森
林
組

合
長
二
年
、
久
万
凶
荒
予
備
組
合
長

一
五
年
を
と
お
し
て
、
四
一
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
地
方
自
治
の
進
展
と
産
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲
四
等
旭
日

小
綬
章
を
平
成

一一

年

一
二
月
一一一
日
に
受
章
し
た
。

高
野
修
は
、
大
正
一
四
年

一一

月
二
八
日
、
東
明
神
甲
二
三
七
五
番
地
で
父
、
鈴

木
繁
男
、
母
、

ヨ
リ
の
五
男
と
し
て
出
生
し
た
。
昭
和

一
六
年
三
月
、
明
神
高
等
小

学
校
卒
業
、
同
一
九
年
三
月
、
明
神
青
年
学
校
三
年
終
了
し
、
同
年
四
月
、
特
別
幹

部
候
補
生
と
し
て
第
=
二
航
空
通
信
連
隊
第
六
中
隊
に
入
隊
す
る
。
旧
満
州
一
八
四

八
部
隊
に
転
属
、
同
二

O
年
八
月
終
戦
と
な
り
復
員
す
る
。

昭
和
二
三
年
、
秀
子
と
の
結
婚
に
よ
り
上
野
尻

二
一
七
番
地
に
転
居
し
、
河
野
氏

の
姓
と
な
る
。
久
万
町
国
民
健
康
保
険
組
合
書
記
を
八
ヶ
月
勤
め
た
後
、
自
営
の
精

米
業
に
励
む
。

昭
和
三
四
年
四
月
、
旧
久
万
町
、
川
瀬
村
、
父
二
峰
村
が
合
併
し
て
新
久
万
町
が

誕
生
し
た
。
修
は
三
三
歳
の
若
さ
で
上
野
尻
地
区
の
人
々
に
押
さ
れ
て
久
万
町
議
会

議
員
に
当
選
し
た
。
爾
来
、
町
民
の
幸
せ
の
為
、
日
夜
献
身
的
な
働
き
で
範
を
示
し

た
。久

万
町
助
役
に
就
任
し
た
昭
和
四
六
年
か
ら
の
四
年
間
は
、
「
生
き
が
い
の
あ
る
、

住
み
よ
い
、
香
り
高
い
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
た
。
そ
の
実
績
が
評
価
さ

五

野

修

河

れ
、
昭
和
五

O
年
四
月
久
万
町
長
に
当
選
、
平
成

一
一
年
四
月
ま
で
、
六
期
二
四
年

に
わ
た
り
町
行
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
努
力
し
た
。

久
万
町
長
と
し
て
の
功
績
は
、
昭
和
五
八
年
度
の
第
二
次
総
合
振
興
計
画
に
よ
り

「
生
き
が
い
と
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
推
進
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
、

高
原
野
菜
の
産
地
化
や
農
村
リ
ゾ
ー
ト
地
の
確
立
等
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
る
成

果
を
と
げ
た
。

第
三
次
総
合
振
興
計
画
を
平
成
五
年
か
ら

一
0
ヶ
年
を
策
定
し
、
「
自
然
と
共
生

す
る
高
原
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
定
め
、
み
ど
り
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
護
、
優

れ
た
景
観
と
保
全
を
重
点
と
し
た
「
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
条
例
・
美
化
推
進
条
例
」

等
を
制
定
し
、
美
し
い
自
然
景
観
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
。
農
村
生
活
環
境
整
備
と
し
て
、
簡
易
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
公

共
下
水
道
事
業
の
整
備
充
実
を
図
っ
た
。
ま
た
、
各
省
庁
の
補
助
金
事
業
を
効
果
的

か
つ
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
て
整
備
し
た
ふ
る
さ
と
旅
行
村
、
久
万
高
原
天
体
観
測

館
を
は
じ
め
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、
屋
内
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
場
を
核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

村
構
想
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
町
有
林
の
分
収
育
成
林
契
約
に
よ
る

ふ
る
さ
と
の
森
事
業
な
ど
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
施
策
化
し
、
そ
の
成
果
は
県
内

は
も
と
よ
り
全
国
の
過
疎
農
山
村
か
ら
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
高
い
評
価
を
得
た
。

一
方
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
の
後
継
者
育
成
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
費
一
億
円
」
を
活
用
し
、
平
成
二
年
八
月
に
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
林
業
会
社

「
い
ぶ
き
」
を
設
立
し
た
。
同
七
年
九
月
に
は
郡
内
に
継
承
拡
大
さ
れ
社
員
三
O
名

の
大
世
帯
と
な
り
作
業
内
容
も
確
立
さ
れ
林
家
に
林
業
経
営
に
明
る
い
希
望
を
与
え

る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
郡
内
五
つ
の
森
林
組
合
を
統
合
し
、
森
林
林
業
の
活
性
化

大
規
模
流
通
基
地
を
完
成
さ
せ
た
。
林
業
地
と
し
て
、
公
共
施
設
に
お
け
る
近
代
的

二
六
五



第
七
編

人

物

な
木
造
建
築
を
積
極
的
に
導
入
し
、
木
に
こ
だ
わ
っ
た
施
設
を
作
っ
て
い
っ
た
。

木
造
美
術
館
、
図
書
館
、
学
校
校
舎
、
物
産
館
、
バ
ス
駅
舎
、
天
体
観
測
館
等
の

竣
工
を
み
た
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
高
原
の
気
候
・
風
土
を
生
か
し
て
、
高
原
ト
マ
ト
を

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
京
阪
神
市
場
に
定
着
さ
せ
た
。
ま
た
、
農
業
の
担
い
手
育
成
と
し

て
、
育
成
農
場
・
ふ
れ
あ
い
広
場
・
滞
在
型
市
民
農
園
を
め
ざ
し
て
久
万
農
業
公
園

の
整
備
を
進
め
、
農
業
後
継
者
が
年
々
増
え
、
自
立
し
た
も
の
も
出
て
き
た
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
福
祉
対
策
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
併
設
し
た
「
町
立
老
人
保
健
施
設
あ

け
ぼ
の
」
を
建
設
し
利
用
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
施
設
と
し
た
。

河
野
修
の
夢
と
先
見
性
が
、
具
体
的
に
表
現
さ
れ
町
民
の
生
活
に
活
力
が
出
て
き

た
こ
と
は
一
一
亭
う
ま
で
も
な
い
。
郷
土
久
万
町
を
愛
し
、
慈
愛
に
満
ち
た
温
容
の
中
に

も
、
仕
事
に
対
す
る
火
の
よ
う
な
情
熱
と
正
義
感
が
四
〇
有
余
年
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
保
護
司
と
し
て
長
年
の
仕
事
ぶ
り
に
も
活
か

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
消
防
団
員
及
び
幹
部
と
し
て
消
防
業
務
に
あ
た
り
、
地
域
防

災
施
設
の
整
備
充
実
に
努
力
し
た
。

家
に
あ
っ
て
は
、
妻
、
秀
子
と
の
間
に
二
男
一
女
が
恵
ま
れ
成
人
さ
せ
た
。
長
男

は
修
の
政
治
家
と
し
て
の
姿
を
見
て
育
ち
、
県
議
会
議
員
の
道
を
歩
ん
だ
。
青
年
団

時
代
か
ら
運
動
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
き
た
。
晩
年
も
レ
ク
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し
、
地

域
住
民
と
交
流
を
深
め
た
。
大
き
な
手
で
ス
パ
イ
ク
を
打
ち
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と

し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
妻
の
農
業
の
手
助
け
の
た
め
管
理
機
で
畑
を
鋤
い
た
。
土

に
も
他
人
に
劣
ら
ぬ
愛
着
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

県
内
外
で
の
主
な
活
動
は
、
全
国
自
然
休
養
村
協
議
会
会
長
を
は
じ
め
、
全
国
農

二
六
六

業
構
造
改
善
対
策
協
議
会
副
会
長
、
全
国
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
協
議
会
副
会
長
な
ど
を

歴
任
し
自
治
体
の
活
動
を
容
易
に
し
た
。
そ
の
功
績
等
に
よ
り
、
全
国
町
村
会
長
表

彰
、
愛
媛
県
知
事
表
彰
、
自
治
大
臣
表
彰
を
、
保
護
司
と
し
て
法
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
た
。

平
成
一
一
年
四
月
二
九
日
任
期
満
了
に
よ
り
、
久
万
町
長
を
退
任
後
、
久
万
広
域

森
林
組
合
長
に
就
任
し
た
。
木
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
五
〇
年
の
集
大
成
と
し
て
林
業

活
性
化
と
木
材
流
通
対
策
の
陣
頭
指
揮
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
林
家
や
地
域
の
人
々

に
や
る
気
を
持
た
せ
た
矢
先
病
に
倒
れ
た
。
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。
時
に
平
成
十
三

年
三
月
二
六
日
、
七
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

「
木
を
育
て
る
に
は
、
寒
い
冬
期
か
ら
地
ご
し
ら
え
と
い
う
植
樹
の
準
備
に
か
か

り
、
春
に
は
木
を
植
え
、
夏
の
暑
い
日
に
下
草
刈
り
に
汗
を
流
し
、
秋
が
来
れ
ば
除

伐
、
間
伐
を
繰
り
返
し
て
四
〇
年
・
五
〇
年
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
期
間
が

必
要
で
あ
り
、
し
か
も
近
代
化
・
省
力
化
で
き
な
い
の
が
林
業
で
あ
る
。
ま
さ
に
人

間
の
苦
労
と
汗
の
結
晶
に
よ
っ
て
の
み
立
派
な
美
林
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
(
昭

和
六
三
年
、
愛
媛
町
村
会
報
第
一
二
九
五
号
よ
り
)

自
然
は
正
直
で
あ
る
。
愛
情
を
持
っ
て
接
し
、
人
生
を
全
う
し
た
修
の
残
し
た
業

績
は
子
々
孫
々
ま
で
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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一
平
成
の
大
合
併
の
足
跡

市
町
村
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、
日
常
生
活
圏

の
広
域
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化
、
地
方
分
権
の
進
展
、
国
・
地
方

を
通
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
等
、
重
要
な
課
題
を
抱
え
、
市
町
村
合
併
は
避
け
て
通

れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

国
に
お
い
て
は
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
一
一
年
七
月
に
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ

れ
、
特
例
措
置
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
。

県
に
お
い
て
は
、
平
成
一
一
年
七
月
「
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
策
定
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
検
討
結
果
を
平
成
一
三
年
二
月
に
「
愛
媛
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
」

と
し
て
発
表
し
た
。
こ
の
要
綱
で
、
現
在
の
全
県
七
〇
市
町
村
を
一
一
の
組
み
合
わ

せ
と
す
る
合
併
基
本
の
パ
タ
ー
ン
と
そ
れ
以
外
の
一
五
の
参
考
パ
タ
ー
ン
の
組
み
合

わ
せ
を
示
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
久
万
町
は
、
上
浮
穴
郡
五
ケ
町
村
で
の
合
併
の
基

本
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
。

久
万
町
で
は
、
四
月
に
合
併
準
備
室
を
設
け
、
六
月
に
は
、
町
村
合
併
に
関
す
る

部
内
研
究
会
を
発
足
し
、
町
村
合
併
に
向
け
て
の
調
査
・
研
究
を
行
い
一
〇
月
に
最

終
報
告
書
を
提
出
し
た
。
八
月
に
面
河
村
で
開
催
さ
れ
た
上
浮
穴
郡
町
村
議
委
員
研

修
大
会
で
「
上
浮
穴
郡
に
お
け
る
町
村
合
併
推
進
協
議
会
」

の
設
置
を
決
定
し
、
合

併
推
進
の
機
運
が
熟
し
た
。

平
成
一
三
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
、
か
み
う
け
な
任
意
合
併
協
議
会
準
備
会
、

か
み
う
け
な
任
意
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
小
田
町
は
、
広
い
枠
組
み
で
合
併
し

一

平
成
の
大
合
併
の
足
跡

た
い
意
向
が
あ
り
、
調
整
困
難
と
な
っ
た
。
平
成
一
四
年
六
月
一
日
、
四
町
村
に
よ

る
法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
か
み
う
け
な
合
併
協
議
会
法
定
協
議
会
設
置
を
県
へ

届
け
出
た
。

合
併
調
印
ま
で
の
経
緯
を
、
か
み
う
け
な
合
併
協
議
会
を
中
心
に
記
す
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

年 四 四 四 四 四 四 

年 年 年 年 午 年 
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高
年
二
月
三
日

一
四
年
三
月
二
日

高
年
三
月
三
日
̃

三
年
一
月
三
日

一
五
年
一
月
三
日

一
五
年

二
月
三
日

三
年
一
月
天
日
-

一
五
年
二
月
二
七
日

一
五
年
三
月
天
日

二
五
年
三
月
一
八
日

第
六
回

第
七
回

・
補
助
金
・
交
付
金
等
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
新
町
の
名
称
募
集
要
領
等
に
つ
い
て

(
確
認
)

・
協
議
書
の
変
更
に
つ
い
て

(
確
認
)

・
電
算
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て

(
確
認
)

・
財
産
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
新
町
の
名
称
を
募
集
(
応
募
総
数
三
、
九
二
二
件
、
九
三
二

種
類
)

・
新
町
将
来
構
想
(
確
認
)

・
住
民
説
明
会
の
開
催
(
確
認
)

・
協
議
会
補
正
予
算
(
第
一
号
)

に
つ
い
て

(
確
認
)

・
水
産
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
水
道
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
住
民
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
国
保
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
新
町
事
務
所
の
位
置
選
定
結
果
報
告
(
確
認
)

・
町
村
議
会
議
員
の
任
期
及
び
定
数
の
取
扱
い

(
確
認
)

事
務
所
の
位
置
「
久
万
町
」

に
、
議
会
議
員
の
任
期
は
、

「
一
年
九
カ
月
の
在
任
特
例
」
で
決
ま
る

新
町
将
来
構
想
の
住
民
説
明
会
が
一
〇
会
場
で
開
催
さ
れ
た

・
新
町
名
候
補
選
定
小
委
員
会
報
告
(
確
認
)

・
新
庁
舎
検
討
小
委
員
会
報
告
(
確
認
)

・
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
及
び
定
数
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
農
業
委
員
会
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
議
会
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
企
画
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
広
報
広
聴
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
防
災
交
通
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
選
挙
管
理
委
員
会
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
監
査
委
員
会
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
介
護
保
険
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

二
五
年
二
月
天
日

三
年
四
月
三
日

一
五
年
五
月
一
四
日

三
年
五
月
一
四
日

二
七
〇

・
人
権
対
策
事
業
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

新
町
名
候
補
選
定
小
委
員
会
か
ら
新
町
名
5
候
補
(
久
万
・

美
川
・
く
ま
・
石
鎚
・
高
原
)

が
提
案
さ
れ
た

・
下
水
道
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
高
齢
者
福
祉
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
社
会
福
祉
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
児
童
福
祉
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
出
納
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
病
院
・
診
療
所
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
健
康
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
財
務
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
電
算
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
農
林
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
学
校
教
育
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
生
涯
学
習
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
生
活
学
習
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
給
食
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
新
町
名
の
選
定
「
高
原
町
」

(
確
認
)

委
員
二
四
名
に
よ
る
無
記
名
投
票
を
実
施
、
そ
の
結
果
「
久

万
」
一
二
票
、
「
高
原
」
一
二
票
と
な
り
、
再
度
決
戦
投
票
と

な
る
。
再
投
票
の
結
果
≡
一
対
一
一
に
て
、
新
町
名
は
「
高
原
」

と
な
る

町
内
で
は
町
名
再
考
を
求
め
る
機
運
が
高
ま
っ
た

・
機
構
及
び
組
織
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
行
政
連
絡
機
構
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
総
務
人
事
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
地
方
税
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
税
務
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
防
災
交
通
業
務
・
防
災
無
線
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
新
町
名
検
討
小
委
員
会
の
設
置
(
確
認
)

第
二
回
協
議
会
で
選
定
し
て
い
た
新
町
名
の
是
非
を
検
討



一
五
年
五
月
三
日
-

三
年
六
月
一
日

一
五
年
六
月
二
日

一
五
年
七
月
九
日

三
年
人
月
七
日

一
五
年
人
月
三
日

す
る
た
め
「
新
町
名
検
討
小
委
員
会
」
を
設
置
す
る

新
町
名
検
討
小
委
員
会
を
開
き
、
新
町
名
の
再
検
討
を
提
言

す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た

・
新
町
名
検
討
小
委
員
会
報
告

小
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
小
委
員
会
の
意
向
を
尊
重
す
る

方
向
で
確
認
し
た
が
、
さ
ら
に
各
町
村
へ
持
ち
帰
り
検
討
す
る

こ
と
と
な
る

・
管
財
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
地
籍
調
査
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
そ
の
他
事
業
業
務
・
生
活
交
通
・
代
替
バ
ス
の
運
行
事
業
の

取
扱
い

(
確
認
)

・
商
工
観
光
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
都
市
建
設
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
都
市
計
画
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
用
地
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
高
齢
者
福
祉
業
務
‥
高
齢
者
援
護
補
助
金
の
取
扱
い
(
確
認
)

・
社
会
福
祉
業
務
‥
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
環
境
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
新
町
名
検
討
小
委
員
会
報
告
の
取
扱
い

町
名
に
つ
い
て
報
告
を
尊
重
し
、
町
名
変
更
を
前
向
き
で
検

討
す
る
こ
と
を
決
定
す
る

・
地
域
情
報
通
信
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
防
災
交
通
業
務
‥
有
線
サ
イ
レ
ン
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
都
市
建
設
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
新
町
名
検
討
小
委
員
会
の
取
扱
い

新
町
名
は
「
久
万
高
原
町
」
と
意
見
集
約
さ
れ
、
各
町
村
に

持
ち
帰
り
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た

・
新
町
名
の
取
扱
い
‥
正
式
に
「
久
万
高
原
町
」
と
決
定
す
る

(
確
認
)

・
条
例
・
規
則
の
取
扱
い

(
確
認
)

一
五
年
九
月
一
〇
日

一
五
年
一
〇
月
八
日

三
年
二
月
三
日

一
五
年
三
月
一
四
日

一
六
年
一
月
一
六
日

一
六
年
三
月
一
七
日

実
年
五
月
一
九
日

一
六
年
六
月
九
日

一
六
年
人
月
一
日

・
条
例
で
定
め
る
議
員
定
数
に
つ
い
て

(
確
認
)

・
慣
行
の
取
扱
い

(
確
認
)

二
部
事
務
組
合
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
財
務
行
政
‥
上
浮
穴
土
地
開
発
公
社
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
上
浮
穴
消
防
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
業
務
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
そ
の
他
事
務
業
務
‥
久
万
凶
荒
予
備
組
合
の
取
扱
い
(
確
認
)

・
町
・
字
名
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
地
域
審
議
会
の
取
扱
い

(
確
認
)

・
新
町
建
設
計
画
に
つ
い
て

〔
県
事
前
協
議
〕

(
確
認
)

一
〇
月
二
一
日
か
ら
一
一
月
一
〇
日
に
か
け
て
各
町
村
主
催

に
よ
る
住
民
説
明
会
が
四
か
町
村
九
会
場
で
開
催
さ
れ
た

・
一
部
事
務
組
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て

(
変
更
)

(
確
認
)

す
べ
て
の
合
併
協
議
項
目
と
合
併
協
定
調
印
式
の
日
程
に
つ

い
て
確
認

合
併
協
定
調
印
式
が
加
戸
知
事
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た

廃
置
分
合
申
請
書
を
愛
媛
県
知
事
に
提
出

・
町
歌
町
章
募
集
に
つ
い
て
等
(
報
告
)

・
平
成
一
六
年
度
合
併
協
議
会
予
算
(
確
認
)

・
新
庁
舎
検
討
小
委
員
会
報
告

・
組
織
機
構
の
見
直
し
及
び
事
務
分
掌
に
つ
い
て
報
告

・
町
歌
・
町
章
に
つ
い
て
報
告

・
平
成
一
五
年
度
決
算
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
報
告

・
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

(
確
認
)

・
平
成
一
六
年
度
か
み
う
け
な
合
併
協
議
会
補
正
予
算
(
確
認
)

・
久
万
高
原
町
長
職
務
執
行
者
に
つ
い
て

(
報
告
)

・
町
歌
・
町
章
決
定

「
久
万
高
原
町
」
誕
生

一
平
成
の
大
合
併
の
足
跡



二

平
成
の
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
議
会
議
員
名
簿

久
万
町
歴
代
町
長
名
簿

一 一 
代 一一.-● 

●-.一 

平 昭 

就 任 年 

盛 
和 五 

奉 牽 
四 四 

月 
旦 旦 
こう き 日 

日 日 

現 平 
退 在 成 

平 

任 年 
盛 年 
ノタ 四 

月 年 星 
元 日 

日 

現二 

任 期 

期 四 

職 目 年 

満 
退 任 

の 期 
事 由 

主 河 

氏 名 

水 野 

寿 

清 修 

久
万
町
歴
代
助
役
名
簿

平 平 平 昭 
就 成 成 成 和 一 一 五 

任 年 

軍 奉 七 年 ノ\. 年 

ー 七 七 七 
月 

旦 月 月 月 

⊂> 一 一 一 日 

日 日 日 日 

一 平 平 平 

退 任 年 

期 
盛 四 

竺 
成 七 

目 
年 年 年 

現 事 フ“く 旦 宣 月 

職 
く二二) ⊂⊃ ⊂⊃ 日 

日 日 日 

四 
任 

年 年 卒 
期 

辞 任 

ク 

任 退 
期 任 
満 事 
了 由 

●つ くつ 

水 岡 石 渡 

氏 名 

谷 丸 部 

宏 作 健 鬼 
太 子 

之 郎 一 雄 

久
万
町
歴
代
収
入
役
名
簿

二
七
二

平 昭 
就 成 和 

・-ヒ; き 

任 年 

年 年 
一七二 ーt二 

月 月 月 

一 一 
日 

日 日 

平 平 

退 任 年 

愈盛 成 

欝量牽 

鵠喜 月 日 

ヽ}′ 

一 

任 期 

○ 

年 

辞 
退 任 

任 事 由 

くl くク 

水 日 

氏 名 

谷 l 野 

宏 

之 勉 

久
万
町
議
会
議
員
名
簿

ク ク ク ク ク ク ク ウ ノ ク∴∴∴ク ク ク ク 

昭 
当 和 

_.1′ヽ 

選 年 月 

ヶ年 
四 

旦 
ノ′ヽ 日 

日 

蔑 退 

ツ ケ ク 〃 ク 

一 

任 年 
ヶ

年 
四 

月 星 
ブし 日 

日 

四 一 
四 

任 期 

ク 少 々 ク ク ク ク ウ ノ プ ヶ年ク∴ク ク 

年月 年 

満 
事 浦賀途 

メ イ ′ メ イ 毒中 
′ 

吾死ク∴∴∴ク 

ク 期 
由 

期言亡 

染 真 南 中 日 高 石 岡 渡 森 西 山 福 中 山 

氏 名 

次 木 野 川 野 間 田 園 部 川 
之 

岡 岡 水 田 内 

孝 洋 館 朝 保 健 愛 新 照 忠 満 干 重 嘉 

々 集志雄雄幸典雄三雄雄 義起豊雄_ 



昭
和
三
年
四
月
英
日

ク

平
成
三
年
四
月
三
日

ク・
ククククククククククククククク

平
成
七
年
四
月
二
三
日

クク

平
成
三
年
四
月
二
九
日

ク

平
成
七
年
四
月
一
元
日

クククククククククククククククク

平
成
二
年
四
月
二
九
日

クク

四

年

クク

四

年
ククククククククククククククククク

四

年
クク

満

期

満

期

ククククククククククククククククク

満

期

菅和佐恩真山大山高日和森古中石神岡菊佳苗高恩福古

田伯地木口野間橋野田●
l田圃田西田池佃野岡地水田

留

人

藤

平

正

俊祭

孝

志

源

男

盤

隆

清

起

頴

娃

朝

幸

藤

平

照

雄

邦

博

重

雄

佐
々
雄

伊
佐
男

愛

三淳

正

俊

宗

城

保

典籍

千
代
重

邦

博

平
成
七
年
四
月
二
三
日

ククク〃ククククククククク

平
成
二
年
四
月
二
五
日

クククククククク

平
成
二
年
四
月
二
九
日

ククククククククククククク

平
成
一
五
年
四
月
二
九
日

クククククククク

四

年
クク

三
年

七
ケ
月

四

年
クククククククククク

四

年
〃ククククククク

満

期
ク

ククククククク

田山真南日山

村岡木橋野口

二

平
成
の
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
識
会
議
貝
名
簿

岡高

野

森

川

段
ノ
上

正

岡

菊

池

渡

部

大

野

岡

田

真

木

岡山

岡

田

村

森

川

日

野

岡

田

瀧

野

福

水

二
七
三

友

信

清

起

孝

志

煩

雑

朝

雄

源

男

徳

廣

宗

城

照

雄嗜

博

美淳

一

夫

盛

隆

愛

三

孝

志

徳

原

清

起

友

信

照

雄

朝

雄

愛

三志

千
代
重



期

段
ノ
上

大

野

恩

地

大

野

染

次

山

口

渡

部

日
ノ
西

瀧

野

神

西

大

野

正

岡

山

口

光

田

大

野

大

野

渡

部

岡

田

福

水

恩

地

目

野

田

相

投
ノ
上

嗜

玉

雄繁

盛

隆

国

廣

源

男

一

夫

朋

子志

伊
佐
男

啓
一

博

美

源

男忠

玉

雄

盛

隆

一

天

変

三

千
代
重繁

朝

雄

友

信嘩

久
万
町
歴
代
の
議
長
・
副
議
長

一 一 

代 
ノ\ 七 六 五 四 一 

C) 

大 段 大 渡 恩 岡 森 高 日 

議 長 

ノ 

野 上 野 部 地 田 川 岡 野 

玉 盛 一 
愛 照 保 朝 

雄 嗜 隆 夫 繁 雄 典 幸 

平平平平
平平平平 謂離艦難謂輩 

就 任 期 間 輔弼輔弼詐 
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